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제2외국어/한문영역(일본어Ⅰ)
1. 그림에 해당하는 낱말에 없는 글자는? [1점]

① ク ② タ ③ ネ　 ④ プ ⑤ ワ

2. 밑줄 친 부분을 한자로 표기할 때 공통으로 들어가는 것은? 

あの かしゅは にほんの うたも じょうずです。

① 上 ② 家 ③ 下 ④ 手 ⑤ 歌 

3. <보기>의 밑줄 친 부분과 발음의 길이(박자)가 같은 것은?

<보 기>

あのう、ちょっと よろしいですか。

① ゆっくり 話してね。 ② いい ニュースが あるよ。

③ しんぶんは 読みましたか。 ④ サッカーを 見て います。

⑤ 新しい パソコンが ほしい。

4. 밑줄 친 (a)에 포함되는 낱말로 알맞지 않은 것은? [1점]

(a)いろ

きらい

しろい

あおい

きいろい

あかい

①

④

②

⑤

③

5. 빈칸 (a), (b)에 공통으로 들어갈 글자로 알맞은 것은?

とき

日(a)           

ま

彳(b) つ

① 寺 ② 青 ③ 月 ④ 音 ⑤ 昔

6. 빈칸에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은?

おとうさん、おかあさん、

長い         お世話に なりました。 ① うち

② とし

③ なか

④ あいだ

⑤ くらい

7. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것만을 <보기>에서 있는 대로 

고른 것은?

おいそがしい ところ、

ありがとうございました。

いいえ。

では、　            。

<보 기>-

a. おげんきで     b. おだいじに     c. おきのどくに

① a ② b ③ c ④ a, c ⑤ b, c

8. 글의 내용으로 알 수 있는 것은? [1점]

日本人の 家を たずねる ときは つぎの ことに 気を つけま

しょう。まず、家に 入る ときは くつを ぬぎます。ぬいだ く

つは むきを かえて、かかとを あがる 所の ほうに そろえま

す。つぎに、その くつを げんかんの はしに おいて あがりま

しょう。

*むき : 방향    *かかと : 신발 뒤축    *そろえる : 맞추다

① 일본인은 남의 집을 자주 방문하지 않는다.

② 일본인은 손님 신발을 깨끗이 닦아 놓는다.

③ 손님은 외투를 현관 안에서 벗고 방에 들어간다.

④ 손님은 신발을 벗어서 직접 현관 신발장에 넣는다.

⑤ 손님은 벗은 신발을 돌려서 현관 한쪽 구석에 놓는다.

9. 그림의 내용에서 기원하고 있는 것은? [1점]

① 건강 ② 결혼 ③ 취직 ④ 합격 ⑤ 출세 

10. 빈칸에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은?

A : こんどの やすみには 何を しますか。

B : 日本へ あそびに 行く                       、しごとが 

いそがしくて……。

① ひまなんだけど ② つもりなんだけど

③ きもちは ないんだけど ④ ところでは ないんだけど

⑤ よていでは ないんだけど
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11. 빈칸 (a), (b)에 들어갈 말로 알맞은 것은?

A : みんな 来ましたか。

B : 佐藤さん、鈴木さん、   (a)    田中さん……。

はい、みんな 来ました。

A :    (b)    はじめましょう。

      (a)         (b)      (a)        (b)

① これから － それから ② これから － そして

③ これから － それでは ④ それから － そして

⑤ それから － それでは

12. 빈칸에 들어갈 말로 알맞지 않은 것은?

A : どうしたの？

B : ちょっと                   ……。

A : だいじょうぶ？うちに 帰って 休んだら？

① かぜを ひいて ② おなかが すいて

③ ねつが あって ④ あたまが いたくて

⑤ ぐあいが わるくて

13. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은? [1점]

じゃ、行って くるね。

                。
① おかえり

② こんにちは

③ いってきます

④ いらっしゃいませ

⑤ いっていらっしゃい

14. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것만을 <보기>에서 있는 대로

고른 것은?

A : にもつ 重そうですね。                 。

B : ありがとう。ごめんね。

<보 기>-

a. 持ちましょうか b. 助けましょうか

c. 手伝いましょうか

① a ② b ③ a, c ④ b, c ⑤ a, b, c

15. 대화의 내용으로 보아 알 수 있는 것은? [1점]

中村 : 田中さん、おはようございます。

田中 : あ、おはようございます。

中村 : きょうも おしごとですか。

田中 : ええ、どようびも にちようびも はたらきますよ。

中村 : それは たいへんですね。

① 中村와 田中는 학생이다. ② 田中는 토요일만 일한다.

③ 월요일 아침의 대화이다. ④ 田中는 일요일에도 일한다.

⑤ 中村는 휴일도 없이 일한다.

16. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은?

A : ごめん。お客さんが 来たから ちょっと 電話          。

B : うん。じゃ、あとで また 電話してね。

① きるね ② けすね ③ いれるね

④ しめるね ⑤ つけるね

17. 그림의 주차장 출입에 관한 설명으로 알맞은 것은?

① Bから でては いけない。

② Aから はいっては いけない。

③ Aから はいって Bから でる。

④ Bから でる ことは できない。

⑤ Bから はいったり でたり する。

18. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것을 <보기>에서 고른 것은?

A : 夏休みは どこに 行くか 決めましたか。

B : 沖縄は どうかと 思って いるんですが……。

A : 沖縄ですか。                       。

夏は やっぱり 海ですから。

<보 기>-

a. いいですね b. いいですか

c. いいんじゃ ないですか d. よすぎると 思いますよ

① a, b ② a, c ③ b, c ④ b, d ⑤ c, d

19. 빈칸 (a)～(c)에 들어갈 말로 알맞은 것은?

A : 今週の 日ようび、やきゅうを 見に       (a)      。

B : 日ようびですか。なんじごろ       (b)      。

A : 午後 2じごろ 行こうと 思って いますが、どうですか。

B : 2じだったら だいじょうぶです。

じゃ、いっしょに       (c)      。

       (a)             (b)             (c)

① 行きませんか － 行くんですか － 行きましょう

② 行くんですか － 行けませんか － 行きましょう

③ 行くんですか － 行けませんか － 行きませんか

④ 行きましょう － 行きませんか － 行くんですか

⑤ 行けませんか － 行きませんか － 行くんですか

20. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은?

※ 오늘의 주요 표현

◦차를 타다 → お茶を いれる。

◦약을 먹다 → くすりを のむ。

◦시험을 보다 → しけんを        。

  ① うつ

  ② みる

  ③ ひく

  ④ うける

  ⑤ かける



* 확인 사항

◦답안지의 해당란에 필요한 내용을 정확히 기입(표기)했는지 확인

하시오.

제2외국어/한문영역 15

15

(일본어Ⅰ)

15
24

21. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은? [1점]

   客 1 : お水が ないね。

客 2 : ほんとうだ。               。お水、もらえますか。

店の 人 : はい。

① よろしく ② ここですよ ③ すみません

④ おじゃまします ⑤ ごめんください

22. ‘浦島
うらしま

太
た

郎
ろう

’에 관한 이야기다. 글의 내용과 일치하는 것은? [1점]

昔、ある ところに 浦島太郎と いう 若い 人が 住んで いま

した。ある 日、太郎は 海で かめを たすけました。太郎は か

めと いっしょに 竜宮城に 行って、めずらしい ものを たくさ

ん 見ました。太郎が 帰る とき、竜宮城の 人が 開けない よ

うにと 言って 箱を くれました。家に 帰った 太郎は 箱の 中

が 見たくて 開けました。その 瞬間、太郎は おじいさんに 

なって しまいました。

*かめ : 거북이   *竜
りゅう

宮
ぐう

城
じょう

: 용궁   *瞬
しゅん

間
かん

: 순간

① ‘太郎’는 거북이를 살리러 용궁으로 갔다.

② ‘太郎’가 상자를 열자 많은 금화가 나왔다.

③ ‘太郎’는 할아버지가 되어서 집에 돌아왔다.

④ ‘太郎’는 거북이와 영원히 용궁에서 살았다.

⑤ ‘太郎’는 용궁에서 신기한 것을 많이 보았다.

23. 빈칸에 들어갈 말로 가장 알맞은 것은?

A : しつれいですが、おくには どちらですか。

B :          です。

A : あ、そうですか。それは それは、とおい 所から。

① あちら ② とおい ③ となり

④ スーパー ⑤ スペイン

24. 글의 내용과 일치하는 인물의 그림은? [1점]

わたしの いもうとは かみが ながくて、めがねを かけて、

ズボンを はいて います。かばんも もって います。

① ② ③ ④ ⑤ 

     

25. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것만을 <보기>에서 있는 대로 

고른 것은?

A : あの 家、どうだった？ 新しくて けっこう 広いだろう？

B :           は 広いけど、ちょっと 駅から 遠くて……。

A : そうか。ほかにも あるようだけど、行って みる？

<보 기>-

a. 広いの      b. 広いほど      c. 広い こと

① a ② b ③ a, b ④ a, c ⑤ b, c

26. 빈칸에 공통으로 들어갈 글자로 알맞은 것은?

◦大切な 自然を まも   う！

◦今度の 試験、がんば   う！

① お ② そ ③ と ④ ろ ⑤ よ

27. 빈칸 (a), (b)에 들어갈 말로 알맞은 것은?

A : あしたの かんげいかい、先生は だれ (a)  来るんですか。

B : はい、来ますよ。

A : だれ (b)  来るんですか。

B : 木村先生と 中田先生が 来ます。

   (a)   (b)    (a)   (b)    (a)   (b)

① か － か ② か － が ③ が － か

④ が － が ⑤ が － と

28. 빈칸 (a), (b)에 들어갈 말로 알맞은 것은? [1점]

山田先生へ

私は 今 日本を 旅行して いま

す。昨日は 箱根に 行きました。

東京から 箱根までは 電車で 2じ

かんぐらいで、      (a)      。

景色も 本当に       (b)      。

来週 ソウルに もどります。もどっ

たら おでんわします。

7月 25日      キム・ナリより

서울시 마포구 신수동 

000번지 

山田和紀 선생님

KOREA

       (a)                 (b)

① ちかいでした     － きれいです

② ちかいでした     － きれいでした

③ ちかかったです   － きれいでした

④ ちかかったです   － きれかったでした

⑤ ちかかったでした － きれいだったです

29. 빈칸에 들어갈 말로 알맞은 것은?

A : この とけい、かわいい。ほしいけど 少し 高いなあ。

B : 高く     ずっと 使えるから 買ったら？

① ては ② では ③ ても ④ でも ⑤ には

30. 빈칸 (a)～(d)에 들어갈 글자가 같은 것을 고른 것은?

◦なまえは 書 (a)ないで ください。

◦ろうかでは 走 (b)ないで ください。

◦この かわでは およ (c)ないで ください。

◦この せきには すわ (d)ないで ください。

① (a), (b) ② (a), (c) ③ (b), (c) 

④ (b), (d) ⑤ (c), (d)
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